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平成２４年度全国学力・学習状況調査結果について
H24.8.8 秋田県教育委員会

概 観

○平成１９年度以降、連続してたいへん良好な状況にあるという結果を得ることが

できた。これは、家庭・地域・学校・大学等が、それぞれの役割と責任の下で子

どもを育てようとする、長年にわたって培ってきた本県の教育的風土とともに、「秋

田の知恵と力」の総がかりの成果であると捉えている。

・児童生徒の望ましい生活習慣・学習習慣

「秋田わか杉っ子 学びの十か条」

・各学校における授業改善の努力と一人一人へのきめ細かな指導

「一人一人の学力を伸ばすあきたの学校～５つのエッセンス～」

・家庭や地域の教育力と協力

・大学との協力・連携

○県教育委員会では、この６年間の調査結果により、これまで歩んできた方向性や

施策・事業等の有効性について、一定の評価をしている。特に、少人数学習推進

事業、県独自の学習状況調査、各学校ごとに実施している共同研究体制による授

業研究等は、大きな効果があったと考えている。

○個別にデータをみると課題もある。今後、検証改善委員会を設置するなど詳細な

分析を進め、「昨年度までの課題の改善状況」「今年度の調査から明らかになった

課題」等について検討し、教育における継続的な検証改善サイクルの確立に努め

ていきたい。

○今後も、本県の財産である教育的風土を大切にし、教育を一層充実させていくた

めに、教育関係者はもとより、県民の皆様の御理解と御協力をいただき、オール

秋田で「教育立県あきた」を目指して取り組んでいきたい。

調査結果の活用

○本年度の学力調査は、平成２２年度と同様、抽出調査と希望利用方式の２本立て

になったが、本県の参加率は１００％であった。県教育委員会では、インターネ

ット上で、自己採点結果の集計・分析をするためのシステムを構築し、提供して

いる。既に、各学校においては、抽出調査対象校であるかどうかにかかわらず自

己採点をし、課題を明らかにしてその改善のために取り組んでいるところである。

また、本調査を受けた学年の児童生徒に対しては、年度末までに課題となってい

る部分を確実に改善させた上で、進学・進級させることが大切であり、９月以降、

改善のための方策を一層具体的にして取り組むことになる。

○県教育委員会では、今回の結果とこれまでの結果を併せて、成果と課題を明確に

し、調査の活用による指導改善・充実のための取組を進めていくことになる。特

に、教育における検証改善サイクルの確立については、国と県の学力調査及び高

校入試を一体として捉えたサイクルの確立に取り組んでいる。具体的には、全国

学力調査で課題を明確にし、県学習状況調査で課題の改善状況を把握していきた

い。また、高校入試においても、「活用」に関する力が把握できるような問題を作

成し、確かな学力を身に付けた児童生徒の育成に努めていく。



- 2 -

教科に関する調査の結果

◆ 概 要

○全国の平均正答率を、小学校では各教科で５ポイント以上、中学校では各教科で

４ポイント以上上回っており、良好な状況である。

○小学校・中学校の国語、算数・数学及び理科のほとんどの問題において、本県の

平均正答率は全国平均を上回っている。

○課題として取り組んできたＢ問題については、平均正答率で全国の状況を大きく

上回る傾向にあり、知識・技能等の活用に重点を置いた授業改善が徐々に進んで

きていると判断できる。また、学年進行とともに学力を一層伸ばすことについて

も、良好な結果が示されている。

○正答数分布は、全国に比べ正答数の多い層が厚く、反対に正答数の少ない層は薄

くなっている。

○無解答率は、国語、算数・数学及び理科ともにほとんどの問題で全国平均以下と

なっている。小学校では１問を除いたすべての問題で、中学校では７割以上の問

題で、全国の無解答率の半分以下となっている。

●すべての児童生徒に定着が求められ、正答率が十分でない問題については、早急

に指導の改善を図り、一層の向上を目指す必要がある。

＊ 平成２４年度、平成２２年度については、文部科学省から抽出調査における誤差も含めた

「平均正答率の９５％信頼区間」が公表されていますが、この表の数値はその中央値を示し

ています。

教　　科 Ｈ２４ Ｈ２２ Ｈ２１ Ｈ２０ Ｈ１９
86.9 89.3 75.3 74.4 86.1

(+5.3) (+6.0) (+5.4) (+9.0) (+4.4)
63.0 84.8 60.4 62.9 69.0

(+7.4) (+7.0) (+9.9) (+12.4) (+7.0)
79.5 83.2 86.2 80.7 88.4

(+6.2) (+9.0) (+7.5) (+8.5) (+6.3)
64.0 59.0 63.7 58.9 68.6

(+5.1) (+9.7) (+8.9) (+7.3) (+5.0)
68.4

(+7.5)

教　　科 Ｈ２４ Ｈ２２ Ｈ２１ Ｈ２０ Ｈ１９
79.7 79.8 82.3 78.6 85.4

(+4.6) (+4.7) (+5.3) (+5.0) (+3.8)
70.3 71.7 81.8 66.8 77.0

(+7.0) (+6.4) (+7.3) (+6.0) (+5.0)
67.4 70.8 68.8 70.1 77.5

(+5.3) (+6.2) (+6.1) (+7.0) (+5.6)
56.7 50.0 63.4 54.7 65.3

(+7.4) (+6.7) (+6.5) (+5.5) (+4.7)
56.1

(+5.1)

小学校６年生平均正答率

中学校３年生平均正答率

国語Ｂ（活用）

数学Ａ（知識）

数学Ｂ（活用）

理　 科　　　　

国語Ａ（知識）

算数Ａ（知識）

算数Ｂ（活用）

理　 科　　　　

国語Ａ（知識）

国語Ｂ（活用）
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各教科の成果と課題
【国語】 （棒グラフ：秋田県 折れ線グラフ：全国）

＜小学校国語Ａ＞ ＜小学校国語Ｂ＞

＜中学校国語Ａ＞ ＜中学校国語Ｂ＞

○全国平均との比較では、特にＢ問題の「読む能力」において大きく上回っている。

○すべての問題において無解答率は全国平均を下回っている。

●小学校では「目的や意図に応じて必要な事柄を整理して書くこと」「事実を基にして自分の考

えを書くこと」に、中学校では、「自分の考えを具体例を挙げて書くこと」や「話し言葉と書

き言葉の違いを理解し適切に使うこと」に課題がある。

●課題の例

平均正答率
問題番号

秋田県 全 国
設問の概要 出題の趣旨

話の内容を聞きながら書い ねらいを明確にして質問をす

Ａ２ 68.1 65.2 た質問のねらいを適切に説 る

小 明する

新聞の報道記事のリードに 目的や意図に応じて、必要な

学 Ａ７ 59.2 43.2 必要な事柄を整理して一文 事柄を整理して簡潔に書く

にまとめる

校 二つの記事の内容を結び付け 複数の情報を結び付けて読み、

Ｂ３四 51.4 37.7 て読み、理由となる事実を基 事実を基にして自分の考えを

にして自分の考えを書く もつ

「まるでよく熟した夏ミカ 比喩という言葉と結び付けて、

Ａ３二 45.1 40.4 ンだ」に使われている表現 表現の仕方を理解する

中 技法を書く

「生徒会活動（小学校…児 話し言葉と書き言葉の違いを

学 Ａ４二 55.4 47.1 童会活動）」という書き言葉 理解し、適切に使う

を話し言葉に直して書く

校 どのような言葉の使い方を 相手の発言を注意して聞き、

Ｂ１三 23.7 19.7 したいのか具体的な例を挙 具体例を挙げて自分の考えを

げて書く 書く
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【算数・数学】 （棒グラフ：秋田県 折れ線グラフ：全国）

＜小学校算数Ａ＞ ＜小学校算数Ｂ＞

＜中学校数学Ａ＞ ＜中学校数学Ｂ＞

○５年間の経年比較から、「活用」に係る力がついてきている。特に数学Ｂ（活用）については

連続して、全国平均との差が広がっている

●算数では、場面と図を関連付けて数量の関係を理解することや、必要な情報を用いて判断し、

その理由を記述することに課題がある。

●数学では、図形についての理解や、選択肢の中から解答を選んだ理由を数学的表現を用いて

説明することに課題がある。

●課題の例

平均正答率
問題番号

秋田県 全 国
設問の概要 出題の趣旨

赤いテープの長さが白いテー 場面と図とを関連づけて、二つ

Ａ３（１） 37.8 34.0
プの長さの0.6倍に当たると の数量の関係を理解している
き、二つのテープの長さの関
係を表している図を選ぶ

小 中型の跳び箱を70cmの高さに 必要な情報を用いて、指定され

Ｂ２（２） 30.2 26.8 できるかどうかを判断し、そ た高さにすることができるかど
学 のわけを書く うかを判断し、その理由を記述

できる
校 示された表から、合計の人数 表から適切な数値を取り出して

を基にした乗れる人数の割合 割合の大小を判断し、その理由
Ｂ５（３） 34.7 23.3 は、男子と女子ではどちらの を記述できる

方が大きいか判断し、そのわ
けを書く

Ａ６（１） 42.0 43.6 三角定規による平行線の作図 同位角が等しければ２直線は平
について正しい記述を選ぶ 行であることを理解している中

Ａ６（３） 66.0 66.8 与えられた三角形と合同な三 三角形の合同条件を理解してい
角形を選ぶ る

学
12.0 9.9

２つの人工衛星の軌道の長さ 軌道の長さの差を求める計算を

Ｂ１（２） 無解答率 無解答率
の差を求める計算からわかる を解釈し、数学的な表現を用い

校
5.1% 4.7%

ことを選び、その理由を説明 て説明することができる
する



- 5 -

【理科】 （棒グラフ：秋田県 折れ線グラフ：全国）

＜小学校＞ ＜中学校＞

○小問別の正答率は、中学校の２問を除いて、全国平均を上回っている。
○主として「知識」に関する問題と「活用」に関する問題に区分すると、平均正答
率はそれぞれ全国平均を上回っている。

○無解答率は、全ての問題で全国平均を下回っている。
●観察・実験の結果を基に考察することに課題がある。さらに中学校では、観察・
実験の結果等の数値を処理することにも課題がある。

●観察・実験に用いる器具の適切な操作技能の定着に課題がある。

●課題の例

平均正答率
問題番号

秋田県 全 国
設問の概要 出題の趣旨

スイカの受粉と結実の関係を 植物の受粉と結実の関係を調べ

２（５） 40.3 32.1
調べる実験について、適切な る実験について、結果を基に方

小 実験方法を選び、選んだわけ 法を改善して、その理由を記述

を書く できる

学 方位磁針の適切な操作方法を 方位磁針の適切な操作方法を身

４（１） 32.3 27.3 選び、その時の太陽の方位を に付けている

校 書く

天気の様子と気温の変化とを 天気の様子と気温の変化の関係

４（５） 21.8 16.9 関係付けてグラフを選び、選 についてデータを基に分析し

んだわけを書く て、その理由を記述できる

電圧が1.2Ｖのときの電流計 電流計の読み方の技能を身に付

２（１） 41.8 44.3 の図から、電流の大きさを読 けている

みとり答える

中 白熱電球とＬＥＤ電球をそれ 電力量を理解している

２（６） 13.8 11.1
ぞれ１時間使用する場合に、

学 消費する電力量の差を求める式

を書き、電力量の差を求める

校 地層観察の結果から、過去の 地層などの知識を活用し、過去

火山活動が活発だった時期の の火山活動が活発だった時期の

３（３） 13.9 10.4 回数についての他者の考察を 回数についての他者の考察を検

検討し、適切な回数を選び、 討し、根拠を示して改善した考

その根拠を説明する 察を説明することができる

区分別集計結果

小学校 中学校

平均正答率 国との差 平均正答率 国との差

主として「知識」に関する問題 ７９．０ ＋９．９ ６１．４ ＋５．３

主として「活用」に関する問題 ６４．０ ＋６．４ ５２．８ ＋５．０
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児童生徒質問紙調査の結果

◆ 概 要

○生活習慣、学習習慣など、全体として望ましい習慣が定着していると考えられる。

○本県の授業スタイルが児童生徒主体であることが示されている。

○学習内容の活用について意識している児童生徒の割合が高い。

●中学生は、図書館の利用回数が全国平均に比べて低い。

本県の結果と全国との差（「している」「どちらかといえばしている」など肯定的な回答）

小学校６年生 中学校３年生
上回っている主な項目

秋田県 全国比 秋田県 全国比

（７時より前に起きる） （７時より前に起きる）

生
普段（月～金曜日）、何時ごろに起きますか。

93.4 ＋14.8 88.2 ＋18.2

活 （10時より前に寝る） （11時より前に寝る）
普段（月～金曜日）、何時ごろに寝ますか。

55.1 ＋ 9.1 41.5 ＋ 7.6
習

◎平成19年度から連続して90％以上を示している主な項目
慣 ・朝食を毎日食べている ・毎日、同じくらいの時刻に起きている

・ものごとを最後までやりとげて、うれしかったことがある

学校の授業時間以外に、普段（月曜日から金曜日）、 （30分以上） （１時間以上）

学 １日あたりどれくらいの時間、勉強をしますか。 96.0 ＋10.4 75.1 ＋ 8.7
習
習 家で学校の授業の復習をしていますか。 87.2 ＋37.0 80.4 ＋34.9
慣

家で自分で計画を立てて勉強していますか。 74.9 ＋16.9 56.8 ＋13.9

普段の授業では、自分の考えを発表する機会が与えら
れていると思いますか。

87.0 ＋ 5.3 88.6 ＋11.7

普段の授業では、児童生徒の間で話し合う活動をよく
行っていると思いますか。

85.3 ＋ 8.4 81.4 ＋20.5

国語の授業で目的に応じて資料を読み、自分の考えを
授 話したり、書いたりしていますか。

73.7 ＋12.4 69.8 ＋19.4

算数・数学の授業で学習したことを普段の生活の中で
活用できないか考えますか。 76.0 ＋ 9.9 46.2 ＋ 9.7

理科の授業で学習したことを普段の生活の中で活用で
きないか考えますか。

73.0 ＋11.1 48.0 ＋ 9.6

業 国語の授業で意見などを発表するとき、うまく伝わる
66.7 ＋ 8.1 60.5 ＋14.9ように話の組み立てを工夫していますか。

算数・数学の授業で公式やきまりを習うとき、そのわ
88.3 ＋ 7.6 77.5 ＋ 9.6け（根拠）を理解するようにしていますか。

理科の授業で観察や実験の結果から、どのようなこと 85.2 ＋ 8.1 70.3 ＋13.8が分かったのか考えていますか（考察していますか）。

今住んでいる地域の行事に参加していますか。 78.2 ＋15.0 45.1 ＋ 7.4
そ
の 昼休みや放課後、学校が休みの日に、本を読んだり、 （週に１回以上） （週に１回以上）

他 借りたりするために、学校図書館・学校図書室や地域
の図書館へどれくらい行きますか。 19.1 ＋ 1.3 6.9 － 2.0
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学校質問紙調査の結果

◆ 概 要

○本県ではほとんどの学校が一斉読書に取り組んでいる。

○補充的な学習の指導については、小学校より中学校の方が行った割合が高い。ま

た、小学校では、理科の指導として補充的な学習の指導を行った割合が全国に比

べて高い。

○国語の指導では書く習慣を付ける授業を、算数・数学及び理科では実生活におけ

る事象との関連を図った授業を行った割合が、全国に比べて高い。

○家庭学習の課題の与え方については、学校全体で組織的に取り組んでいる。

○教科の指導内容や指導方法について、小中の連携が行われている割合が高い。

本県の結果と全国との差（「よく行った」「どちらかといえばよく行った」など肯定的な回答）

小学校６年生 中学校３年生
上回っている主な項目

秋田県 全国比 秋田県 全国比

（週に１回以上） （週に１回以上）
「朝読書」などの一斉読書の時間を設けましたか。

99.0 ＋ 9.0 92.7 ＋10.6

国 語 70.1 ＋ 2.3 88.0 ＋13.3

教科の指導として、補充的な学習の指導を行いま 算数・数学 94.8 ＋ 6.5 95.5 ＋ 8.5
したか。

理 科 65.8 ＋15.2 79.3 ＋ 3.2

国語の指導として、書く習慣を付ける授業を行いましたか。 94.9 ＋ 5.1 98.5 ＋ 6.9

算数・数学の指導として、実生活における事象との関連を図っ
た授業を行いましたか。 74.3 ＋11.2 76.4 ＋20.9

理科の指導として、実生活における事象との関連を図った授業
を行いましたか。 85.5 ＋11.3 91.2 ＋ 8.0

国 語 97.8 ＋11.7 88.1 ＋11.0

教科の指導として、家庭学習の課題の与え方につ
算数・数学 99.0 ＋13.4 92.5 ＋14.5

いて、校内の教職員で共通理解を図っていますか。

理 科 82.5 ＋21.2 82.3 ＋ 8.2

教科の指導内容や指導方法について、小中連携（教師の合同研
修や交流、教育課程の接続）を行っていますか。

93.9 ＋16.4 92.6 ＋14.4
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全国学力・学習状況調査の活用

○ほとんどの学校が、平成２３年度全国学力・学習状況調査の問題冊子や県の学習状況調査結果の

分析を、具体的な教育指導の改善に活用している。

○大多数の学校が、調査結果について保護者や地域の人たちに対して公表や説明をしている。

また、学力向上の取組について保護者や地域の人たちに対して働きかけを行っている。

◎学校質問紙調査より（「はい」と回答した割合）

小 学 校 中 学 校
質 問 項 目

秋田県 全国比 秋田県 全国比

平成２３年度全国学力・学習状況調査の問題冊子等や地方公
共団体における独自の調査等の結果を利用し、具体的な教育 99.0 ＋13.5 98.6 ＋18.8
指導の改善や指導計画等への反映を行いましたか。

平成２３年度全国学力・学習状況調査の問題冊子等や地方公共
団体における独自の調査等の結果を、調査対象学年・教科だけ 99.0 ＋17.8 94.1 ＋20.0
でなく、学校全体で教育活動を改善するために活用しましたか。

平成２３年度全国学力・学習状況調査の問題冊子等や地方公共
団体における独自の調査等の結果について、保護者や地域の人 93.8 ＋28.9 84.0 ＋26.2
たちに対して公表や説明をしましたか。

平成２３年度全国学力・学習状況調査の問題冊子等や地方公共
団体における独自の調査等の結果や学校評価の自校の結果等を 90.7 ＋19.3 76.3 ＋13.0
踏まえた学力向上のための取組について、保護者や地域の人た
ちに対して働きかけを行いましたか。

○県教育委員会は、調査を有効に活用し、全国学力・学習状況調査、県学習状況調査及び高校

入試を一体として捉えた検証改善サイクルの確立を推進し、確かな学力を身に付けた児童生

徒の育成に努めていきます。

Ｃ

Ｄ Ａ

Ｐ

ＰＤＣＡサイクルの大枠

４月、８月、１２月、３月にチェック

４月・・・・・・・７月・・・８月・・・・・・・１２月・・・・・・３月・・・・・・次年度

各学校での見届け

各校で自己採点 結果公表 学習状況調査 高校入試 各校で改善状況の把握

問題分析 ……… 求められる力、授業改善の方向を確認

各校自己採点 個別指導、授業改善

客観的分析、対策の明確化

県の課題の改善状況の把握

全国学力調査、県学習状況調査、高校入試の活用

………
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県教育委員会の取り組みについて

☆ 学力向上関連事業等

◆ これまでの事業等

○少人数学習推進事業（少人数学級、少人数授業）（Ｈ１３～）
○学習状況調査事業（Ｈ１４～）
○算数・数学学力向上推進事業（Ｈ１７～２２）
○教育専門監の配置（Ｈ１７～、義務教育はＨ１８～）
○科学する心を育む夢プラン事業（Ｈ１２～２０）
○「英語とコンピュータが使える秋田の子ども」育成事業（Ｈ１６～１８）
○学校・大学パートナーシップ事業（Ｈ１７～１９）
○夢創造！！チャレンジ推進事業（Ｈ２０、２１）
○読解力向上のための指針作成（Ｈ２０～）
○秋田わか杉っ子 学びの十か条（Ｈ２０～）
○「わか杉思考コンテスト」の実施（Ｈ２０～２２）
○秋田わか杉っ子 学び充実事業（Ｈ２０、２２）
①検証改善委員会…全国学力・学習状況調査の結果分析と提言
②学力向上県民フォーラムの開催

○先端科学体験事業（Ｈ２１）
○チェンジ秋田・教育プロジェクト事業（あきた教育ＧＰ）（Ｈ２１）
○小学校まなび・ふれあい充実事業（Ｈ２１～２３）
○小学校外国語活動教員集中５か年研修（Ｈ２１～）
○学力向上推進事業（Ｈ２３～）

◆今年度の事業等（一部新規）

○少人数学習推進事業
・少人数学級を小学校４年生まで拡充（Ｈ２３に小学校３年生まで拡充）

○小・中連携いきいきスクール事業（新規）
・小規模小学校（６、７学級程度）へ臨時講師を１名加配することにより「教
科担任制を生かした教育課程の編成」や「中学校入門期における小学校教員
の乗り入れ授業（ＴＴ）」を可能とする

○学力向上推進事業
①学習状況調査事業
②理数学力向上推進事業
・学校訪問指導
・学力向上支援Ｗｅｂサイト活用
・理科支援員配置
・観察・実験指導力向上講座（教員対象）
・理数探究体験セミナー（児童生徒対象）

③あきたの教育力発信事業（新規）
・検証改善委員会による全国学力・学習状況調査の分析・提言
・学力向上フォーラムの開催（平成２４年１１月１１日）

④キャリア教育推進事業（新規）
○あきた発！英語コミュニケーション能力育成事業（新規）
・国際教養大学との連携等による教員研修を実施して、小学校における外国語
活動の充実を図る

・小・中・高の連携により、英語によるコミュニケーション能力を身に付けた
子どもの育成を目指す


